
事業番号 040
　　　　　　　　　　　　平成２５年行政事業レビューシート （外務省）

事業名 国連政策 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

別紙参照 担当課室
国連企画調整課

国連政策課
課長　関口　昇

課長　御巫　智洋

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱ－１－５：国連を始めとする国際機関にお
ける我が国の地位向上，望ましい国連の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
別紙参照

関係する計画，
通知等

別紙参照

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

国連において我が国の地位を向上させることを通じ，我が国の国益と国際社会共通の利益に資するより望ましい国連の実現に貢献する。また，国連の
活動及び我が国の国連政策に対する国民の理解促進や有識者・ＮＧＯとの連携強化を進める。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

①国際連合改革対策費：安保理改革の早期実現を目指し、安保理常任理事国及び主要常任候補国であるＧ４等の関係主要国の政府関係者との協議を行う。
②青少年国際連合視察派遣：中学生作文コンテスト，高校生主張コンクールの実施，及び同コンテスト，コンクールの上位入所者のＮＹへの派遣を通じ，グローバル人材
育成の促進等を目指す。
③国連主要議題に係るセミナー開催経費：国連の諸問題に関する我が国の立場を安保理等での議論に反映させるために，セミナーを開催し，決議実施への関心を高め
る。
④国際連合改革担当大使派遣経費：国連外交の最重要課題の一つである安全保障理事会の改革に関し，幅広い関係国にハイレベルで働きかけを行う。
⑤平和構築活動支援経費：我が国の平和構築活動に関し，ＮＹの国連事務局において，我が国としての外交方針の立案に向けて協議を行う。
⑥国連政策研究会開催経費：国連マルチ外交分野の研究者と外務省担当部局との意見交換・議論を行い，有識者の知見を国連・マルチ外交政策に反映させる。
⑦安保理政策関係調査費：国連や安保理に関する我が国の研究者との意見交換を通じ，我が国の国連・安保理政策に対する理解を深める。
⑧パブリックフォーラム開催経費：国連改革の現状や課題につき，政府関係者と一般市民の意見交換の場を設け，国連政策に対する理解の増進及び世論形成を目指
す。
⑨国連諸機関の活動評価に関する経費：国連機関に対する我が国の財政的貢献が最大限有効に活用されることを確保するため，国連諸機関の活動の評価を行い，国
連外交政策の策定及び遂行に生かす。
⑩安保理の主要議題に係る国際会議開催経費：我が国の安全保障・国益に重大な影響を及ぼす可能性のある事項について会議を開催し，国連安保理の努力を側面支
援するとの我が国の姿勢をアピールするとともに、安保理の活動について広く国民の理解を得ることを目指す。

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度要求

予算
の状
況

当初予算 47 44 42 28 16

補正予算 ー ー ー ー

繰越し等 ー ー ー ー

計 47 44 42 28 16

執行額 36 27 25執行額 36 27 25

執行率（％） 75.7% 65.0% 60.6%

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

成果指標 単位 22年度 23年度

％ 83.2 78.1

24年度
目標値

（25年度）

安保理常任理事国入りに対する国民の支持割合
（外交に関する世論調査（内閣府））

成果実績 ％ 83.2 78.1 79.7 100

達成度 79.7

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 22年度 23年度 24年度 25年度活動見込

10
(17)

7
(17)

派遣業務回数
23

(21)
14

(15)
10

(16)

ー
(16)

委託業務回数
9

(10)
3

(8)
4

(10)
ー
(5)

シンポジウム，セミナー，研究会等開催回数
活動実績

（当初見込
み）

回数

10
(10)

ー
(14)

単位当たり
コスト

　　　　　　　　　　　987（千円／　７回）

算出根拠

シンポジウム等開催　987千円＝6,909千円(開催総経費）÷7回（開催回数）

　　　　　　　　　　　2,736（千円／　４回） 委託業務　2,736千円＝10,943千円（委託総経費）÷4回（委託回数）

　　　　　　　　　　　676（千円／１０回） 派遣業務　676千円＝6,761千円（派遣総経費）÷10回（派遣回数）

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

費　目 25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

国際連合改革対策費 14 6 出張旅費等事業見直しによる減

青少年国際連合視察派遣関係経
費

7 6

国連主要議題に係るセミナー開
催経費

3 3

国際連合改革担当大使派遣経費 2 0

平和維持活動支援経費 1 0.5

国連政策研究会開催経費 0.3 0

安保理政策関係調査経費 0.3 0.1

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾌｫｰﾗﾑ開催経費 0.1 0.1

計 28 16計



事業所管部局による点検

項　　目 評　価 評価に関する説明

国
費
投
入
の

必
要
性

広く国民のニーズがあるか。国費を投入しなければ事業目的が達成できないのか。 ○ 我が国の国連安保理常任理事国入りについては国民か
ら高い支持を得ていることから，安保理常任理事国入り
に代表される国連改革の推進に対しては広く国民のニー
ズがあり，優先度の高い事業と言える。また，外交は国
の専権事項であり，とりわけ世界各国が加盟する国連に
おける外交は，地方自治体や民間等では対応できない
ものである。

地方自治体，民間等に委ねることができない事業なのか。 ○

明確な政策目的（成果目標）の達成手段として位置付けられ，優先度の高い事業と
なっているか。

○

事
業
の
効
率
性

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　 ○ 国連改革対策費や平和構築活動支援経費等を通じた調
査，青少年国連派遣事業等の事業の実施にあたり，競
争入札を導入するなど，競争性を保ち，コスト削減に努
めた。また，委託調査への支出を予定していた「国連諸
機関の活動評価に関する経費」については，他の事業と
の優先順位を比較検討した結果，平成24年度は委託調
査を取りやめ，他の経費への振り替えを行った。上述の
取り組みを通じ効率的に事業を実施した結果，支出額を
抑制することができた反面，執行率の低下（＝不用率の
上昇）につながった。

受益者との負担関係は妥当であるか。 －

単位当たりコストの水準は妥当か。 ○

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。 ○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。 ○

不用率が大きい場合，その理由は妥当か。（理由を右に記載） ○

事
業
の
有
効
性

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合，それと比較してより効果的
あるいは低コストで実施できているか。

○
我が国の立場・考え方に対する理解促進，支持拡大等
を図る観点から，フォーラム，研究会，調査等は有効性
の高い手段であり，実際に安保理常任理事国入りに対
する国民の支持割合が75％以上と高い水準を維持して
いる。また，これらの事業の成果物である報告書は，今
後の国連政策を検討するにあたって重要な参考資料と
なっている。

活動実績は見込みに見合ったものであるか。 ○

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。 ○

事業番号 類似事業名 所管府省・部局名

点
検
結
果

平成25年度予算においては，各事業の優先順位や必要性を比較検討した結果，「国連諸機関の活動評価に関する経費」及び「安保理の主要議題に係る
国際会議開催経費」については予算要求を見送っており，上記評価も踏まえつつ，平成26年度予算においても同経費の予算要求を見送る予定。また，
他の事業についても，引き続きコスト削減や改善策の検討等を行い，より効果的な政策実現に努める。

外部有識者の所見

重
複
排
除

類似の事業がある場合，他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。
（役割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

－

類似事業は存在しない。

ー

行政事業レビュー推進チームの所見

事
業
内
容
の
改
善

事業の効率化による経費縮減に努める。

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

縮
減

出張旅費等を見直すことにより減。

備考

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成22年
273,275,282,283,284,294
,298,312,319,324

平成23年
260,266,271,277,278,284
,286,298,305,307

平成24年 211



(別紙）

個別事業名 国際連合改革対策費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１２年度開始 担当課室 国連政策課 課長　御巫　智洋

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱ－１－５：国連を始めとする国際機関にお
ける我が国の地位向上，望ましい国連の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第一項，第二項，第三項
外務省組織令第３４条

関係する計画、
通知等

第６７回国連総会における野田総理一般討論演説及び
第１８３回国会における岸田外務大臣外交演説

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

ー ー ー

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 12 13 14 14 6

補正予算 ー

繰越し等 ー ー ー ー

12 13 14 14 6

執行額 11 12 8

執行率（％） 85.5 94.7 60.3

職員旅費 10 6

調査謝金 3 0

翻訳謝金 0.3 0

計 14 6

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求



※平成24年度実績を記入

個別事業名： 国際連合改革対策費

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

外務省

８百万円

安保理改革対策業務

【一般競争】

Ａ．（株）Ｍ社

３百万円

Ｅ．出張者（６名）

５百万円

業務委託 出張旅費

Ｃ．Ａ株式会社

０．０５百万円

Ｄ．Ｋ株式会社

０．０４百万円

資料購入費

報告書印刷費

Ｂ．情報提供者２名

０．１百万円

ヒアリング謝礼

円）

報告書印刷費



個別事業名： 国際連合改革対策費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A. E.出張者Ａ

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

旅費 出張者　Ａ 2.0

旅費 出張者　Ｂ 1.0

旅費 出張者　C 1.0

計 0 計 4

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額 費　目 使　途 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

国際連合改革対策費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 (株)　Ｍ社 業務委託（人件費，一般管理費） 3 2 52.1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 情報提供者　Ａ ヒアリング謝礼 0.09 ー ー

2 情報提供者　Ｂ ヒアリング謝礼 0.05 ー ー

3

4

5

6

7

8

9

10

Ｃ

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 Ａ株式会社 資料購入費 0.05 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10



個別事業名：

支出先上位１０者リスト

Ｄ

Ｅ

国際連合改革対策費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 Ｋ株式会社 報告書印刷製本費 0.04 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 出張者　Ａ 安保理改革に関する閣僚級会合出席 2 ー ー

2 出張者　Ｂ 安保理改革に関する協議出席 1 ー ー

3 出張者　Ｃ 安保理改革等国連に関する協議出席 1 ー ー

4 出張者　Ｄ 和平調停フレンズ会合出席 0.6 ー ー

5 出張者　Ｅ 安保理改革に関する協議出席 0.6 ー ー

6 出張者　Ｆ 支持要請に係る会合出席 0.3 ー ー

7

8

9

10



(別紙）

個別事業名 青少年国際連合視察派遣関係経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１３年度開始 担当課室 国連企画調整課 課長　関口　昇

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱ－１－５：国連を始めとする国際機関にお
ける我が国の地位向上，望ましい国連の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第４条第３項

関係する計画，
通知等

第６７回国連総会における野田総理一般討論演説及び第１８３
回国会における岸田大臣外交演説

実施方法 □直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

ー ー ー

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 6 7 6 7 6

補正予算 ー

繰越し等 ー ー ー ー

6 7 6 7 6

執行額 5 5 5

執行率（％） 85.2% 83.8% 84.3%

平
成
2
５
・
2
６
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

派遣関係謝金 5 4

コンクール等開催謝金 2 2

計 7 6



個別事業名：

※平成24年度実績を記入。執行実績がない新規事業，新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

【随意契約】 【一般競争入札】

（青少年の作文・主張コンクール開催）

　

青少年国際連合視察派遣関係経費

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ

外務省
5百万円

（青少年国際連合視察派遣経費）

Ａ：（株）Ｎ社
０．７百万円

Ｉ：（株）Ｅ社
5百万円

（入賞者の国連視察派遣）

Ｂ：（株）Ａ社
０．１百万円

Ｊ：（株）Ｉ社
１百万円

(賞状筆耕） （現地宿泊･バス･通訳・夕食手配）

Ｃ：（株）Ｂ社
０．１百万円

Ｋ：レストラン５社
０．３百万円

（賞品,文字入れ） （食費）

Ｄ：（有）Ｃ社
０．１百万円

Ｌ：視察先(２ヶ所）
０．０５百万円

（梱包発送） （入館料）

Ｅ：国連大学
０．２百万円

Ｍ：ホテルＡ
０．２百万円

（会場借料） （宿泊・結団式）

＊金額については，ブロック毎に百万円未満を四捨五入しているため，合計額が一致しておりません。

り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

（宿泊・結団式）

Ｆ：（株）Ｄ社他２社
０．０２百万円

Ｎ：ホテルＢ他１名
０．０４百万円

（会議費） （宿泊）

Ｇ：（株）Ｇ社
０．０２百万円

Ｏ：（株）Ｊ 社
０．２百万円

（プログラム印刷） （都内移動、弁当）

Ｈ：（株）Ｈ社
０．００百万円

Ｐ：（株）Ｋ 社他２社
０．０２百万円

（消耗品） （乗車券）

Ｑ：ホテルＣ
０．００百万円

（チップ）



個別事業名： 青少年国際連合視察派遣関係経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

金　額 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名： 青少年国際連合視察派遣関係経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

I.（株）Ｅ社 M.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

旅費 航空券手配 2

委託 現地宿泊・バス・通訳・夕食手配 1

計 3 計 0

J. N.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

K. O.

金　額 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

L. P.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名： 青少年国際連合視察派遣関係経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

Q. U.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

R. V.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

S. W.

金　額 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

T. X.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

青少年国際連合視察派遣関係経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｎ社 青少年の作文・主張コンクール開催 0.7 随意契約 ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ａ社 賞状筆耕 0.1 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

C.

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｂ社 賞品，文字入れ 0.1 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
D.

E.

青少年国際連合視察派遣関係経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 (有）Ｃ社 梱包発送 0.1 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 国連大学 会場借料 0.2 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

F.

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｄ社 会議費 0.02 ー ー

2 （株）Ｅ社 会議費 0.00 ー ー

3 （株）Ｆ社 会議費 0.00 ー ー

4

5

6

7

8

9

10



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
G.

H.

青少年国際連合視察派遣関係経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｇ社 プログラム印刷 0.02 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｈ社 消耗品購入 0.00 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

I.

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｅ社 入賞者の国連視察派遣 5 1 84.0%

2

3

4

5

6

7

8

9

10



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
J.

K.

青少年国際連合視察派遣関係経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｉ社 現地宿泊・バス・通訳・夕食手配 1 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 レストランＡ 食費 0.1 ー ー

2 レストランＢ 食費 0.1 ー ー

3 レストランＣ 食費 0.02 ー ー

4 レストランＤ 食費 0.01 ー ー

5 レストランＥ 食費 0.01 ー ー

6

7

8

9

L.

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 市内視察先Ａ 入館料 0.03 ー ー

2 市内視察先Ｂ 入館料 0.02 ー ー

3

4

5

6

7

8

9

10



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
M.

N.

青少年国際連合視察派遣関係経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 ホテルＡ 宿泊・結団式 0.2 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 ホテルＢ 宿泊 0.03 ー ー

2 参加者Ａ 宿泊 0.01 ー ー

3

4

5

6

7

8

9

O.

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｊ社 都内移動，弁当 0.2 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
P.

Q.

青少年国際連合視察派遣関係経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｋ社 乗車券 0.02 ー ー

2 （株）Ｌ社 乗車券 0.01 ー ー

3 （株）Ｍ社 乗車券 0.00 ー ー

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 ホテルＣ チップ 0.00 ー ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10



(別紙）

個別事業名 国連主要議題に係るセミナー開催経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１９年度開始 担当課室 国連政策課 課長　御巫　智洋

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱ－１－５：国連を始めとする国際機関にお
ける我が国の地位向上，望ましい国連の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第七項
外務省組織令第３４条

関係する計画、
通知等

第６７回国連総会における野田総理一般討論演説及び
第１８３回国会における岸田外務大臣外交演説

実施方法 □直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

ー ー ー

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 4 3 3 3 3

補正予算 ー

繰越し等 ー ー ー ー

4 3 3 3 3

執行額 4 3 3

執行率（％） 87.9 100.0 91.3

会議費 2 2

謝礼 1 1

計 3 3

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求



※平成24年度実績を記入

個別事業名： 国連主要議題に係るセミナー開催経費

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

外務省

３百万円

セミナー開催

【随意契約】

Ａ．シンクタンク Ｓセンター

３百万円（２回）

セミナー開催

（単位：百万
円）



個別事業名： 国連主要議題に係るセミナー開催経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

金　額 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

国連主要議題に係るセミナー開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 シンクタンク　Ｓセンター セミナー開催（２回） 3 随意契約 ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10



(別紙）

個別事業名 国際連合改革担当大使派遣経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１７年度開始 担当課室 国連政策課 課長　御巫　智洋

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱ－１－５：国連を始めとする国際機関にお
ける我が国の地位向上，望ましい国連の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第一項，第二項，第三項
外務省組織令第３４条

関係する計画、
通知等

第６７回国連総会における野田総理一般討論演説及び
第１８３回国会における岸田外務大臣外交演説

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

ー ー ー

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 5 4 4 2 ー

補正予算 ー

繰越し等 ー ー ー ー

5 4 4 2 ー

執行額 4 3 1

執行率（％） 82.3 78.6 27.7

文化人等派遣旅費 2 ー

計 2 ー

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求



※平成24年度実績を記入

個別事業名： 国際連合改革担当大使派遣経費

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

外務省

１百万円

安保理改革協議・各国への働きかけ

Ａ．出張者（２名）

１百万円

派遣旅費（２回）

円）



個別事業名： 国際連合改革担当大使派遣経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A.出張者Ａ E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

派遣旅費 出張者Ａ 1

計 1 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額 費　目 使　途 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

国際連合改革担当大使派遣経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 出張者Ａ 国連ＰＫＯ改革推進等の意見交換 1 ー ー

2 出張者Ｂ 国連平和構築基金諮問委員会会合 0.03 ー ー

3

4

5

6

7

8

9

10



(別紙）

個別事業名 平和構築活動支援経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１９年度開始 担当課室 国連政策課 課長　御巫　智洋

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱ－１－５：国連を始めとする国際機関にお
ける我が国の地位向上，望ましい国連の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第二項，第三項
外務省組織令第３４条

関係する計画、
通知等

第６７回国連総会における野田内閣総理大臣一般討論演説
第１８３回国会における岸田外務大臣の外交演説

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

ー ー ー

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 5 5 3 1 0.5

補正予算 ー

繰越し等 ー ー ー ー

5 5 3 1 0.5

執行額 4 0.8 0.4

執行率（％） 72.9 15.4 15.7

職員旅費 1 0.5

計 1 0.5

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求



※平成24年度実績を記入

個別事業名： 平和構築活動支援経費

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

外務省

０．４百万円

平和構築活動支援のための国際社

会の動向把握及び会合出席

Ａ．出張者（２名）

０．４百万円

出張旅費（２回）

円）



個別事業名： 平和構築活動支援経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額 費　目 使　途 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

平和構築活動支援経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 出張者　Ａ 国連平和構築基金会合出席 0.3 ー ー

2 出張者　Ｂ 国連平和構築基金諮問委員会出席 0.07 ー ー

3

4

5

6

7

8

9

10



(別紙）

個別事業名 国連政策研究会開催経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成２年度開始 担当課室 国連企画調整課 課長　関口　昇

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱ－１－５：国連を始めとする国際機関にお
ける我が国の地位向上，望ましい国連の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第４条第３項

関係する計画、
通知等

第６７回国連総会における野田総理一般討論演説及び第１８３
回国会における岸田大臣外交演説

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

ー ー ー

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 2 0.8 0.4 0.3 ー

補正予算 ー

繰越し等 ー ー ー ー

2 0.8 0.4 0.3 ー

執行額 0.1 0.1 2

執行率（％） 5.3% 16.2% 526.1%

平
成
2
５
・
2
６
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

謝礼 0.3 ー

会議費 0.02 ー

計 0.3 ー



個別事業名：

※平成24年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

国連政策研究会開催経費

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ

外務省
２百万円

（国連政策研究会開催経費）

【随意契約】 【随意契約】

Ａ：学者・研究者
（計４名）
２百万円

Ｂ：（株）Ｃ社
０．０１百万円

（国連政策に関する問題提起・分析・
発表，議論及び報告書作成）

（会議用飲料水）

＊金額については，ブロック毎に百万円未満を四捨五入しているため，合計額が一致しておりません。

り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）



個別事業名： 国連政策研究会開催経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

金　額 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

1 1

2 1

3 1

4 1

5 1

6 1

7 1

8 1

9 1

10 1

B.

国連政策研究会開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

個人Ａ 国連政策に関する問題提起・分析・発表，報告書作成 0.6 随意契約 ー

個人Ｂ 国連政策に関する問題提起・分析・発表，報告書作成 0.5 随意契約 ー

個人Ｃ 国連政策に関する問題提起・分析・発表，報告書作成 0.5 随意契約 ー

個人Ｄ 国連政策に関する問題提起・分析・発表，報告書作成 0.4 随意契約 ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

　 （株）Ｃ社 会議用飲料水 0.01 随意契約 ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10



(別紙）

個別事業名 安保理政策関係調査経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１９年度開始 担当課室 国連政策課 課長　御巫　智洋

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱ－１－５：国連を始めとする国際機関にお
ける我が国の地位向上，望ましい国連の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条，第三項
外務省組織令第３４条

関係する計画、
通知等

第６７回国連総会における野田内閣総理大臣一般討論演説
第１８３回国会における岸田外務大臣の外交演説

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

ー ー ー

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 0.4 0.4 0.3 0.3 0.1

補正予算 ー

繰越し等 ー ー ー ー

0.4 0.4 0.3 0.3 0.1

執行額 0.1 0.2 0.1

執行率（％） 25.1 54.1 18.8

謝礼 0.3 0.1

計 0.3 0.1

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求



※平成24年度実績を記入

個別事業名： 安保理政策関係調査経費

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

外務省

０．１百万円

安保理学界ネットワーク会議開催

Ａ．大学教授、准教授（７名）

０．１百万円

安保理についての情報共有

･意見交換・助言提言

円）



個別事業名： 安保理政策関係調査経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額 費　目 使　途 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

安保理政策関係調査経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 大学院教授Ａ 安保理についての情報共有・意見交換・助言提言 0.01 ー ー

2 大学院教授Ｂ 安保理についての情報共有・意見交換・助言提言 0.01 ー ー

3 大学院教授Ｃ 安保理についての情報共有・意見交換・助言提言 0.01 ー ー

4 大学教授Ｄ 安保理についての情報共有・意見交換・助言提言 0.01 ー ー

5 大学教授Ｅ 安保理についての情報共有・意見交換・助言提言 0.01 ー ー

6 大学院教授Ｆ 安保理についての情報共有・意見交換・助言提言 0.01 ー ー

7 大学院教授Ｇ 安保理についての情報共有・意見交換・助言提言 0.01 ー ー

8

9

10



(別紙）

個別事業名 パブリックフォーラム開催経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１７年度開始 担当課室 国連企画調整課 課長　関口　昇

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱ－１－５：国連を始めとする国際機関にお
ける我が国の地位向上，望ましい国連の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第４条第３項

関係する計画、
通知等

第６７回国連総会における野田総理一般討論演説及び第１８３
回国会における岸田大臣外交演説

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

ー ー ー

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1

補正予算 ー

繰越し等 ー ー ー ー

0.5 0.1 0.1 0.1 0.1

執行額 0.1 0.04 0.1

執行率（％） 12.5% 33.1% 85.5%

平
成
2
５
・
2
６
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

会議費 0.1 0.1

謝礼 0.03 0.03

計 0.1 0.1



個別事業名：

※平成24年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

パブリックフォーラム開催経費

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ

外務省
０．１百万円

（パブリックフォーラム開催経費）

【随意契約】

Ａ：有識者（計１名）
０．１百万円

（国連改革に関するパブリックフォーラム開
催に係る評価書作成）

り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）



個別事業名： パブリックフォーラム開催経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

金　額 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

パブリックフォーラム開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 国連改革に関するパブリックフォーラム開催に係る評価書作成 0.1 随意契約 ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10



(別紙）

個別事業名 国連諸機関の活動評価に関する経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１９年度開始 担当課室 国連企画調整課 課長　関口　昇

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱ－１－５：国連を始めとする国際機関にお
ける我が国の地位向上，望ましい国連の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第４条第３項

関係する計画、
通知等

第６７回国連総会における野田総理一般討論演説及び第１８３
回国会における岸田大臣外交演説

実施方法 □直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

ー ー ー

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 3 3 3 ー ー

補正予算 ー

繰越し等 ー ー ー ー

3 3 3 ー ー

執行額 3 0 0

執行率（％） 91.9% 0.0% 0.0%

26年度要求 主な増減理由

計

平
成
2
５
・
2
６
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算



個別事業名：

※平成24年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

国連諸機関の活動評価に関する経費

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ

＊「国連諸機関の活動評価に関する経費」については，他事業との優先順位を比較検討した結果，平成24年度は実施を取りやめ，他経費へ
の振り替えを行った。

り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）



個別事業名： 国連諸機関の活動評価に関する経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

金　額 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

国連諸機関の活動評価に関する経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10



(別紙）

個別事業名 安保理の主要議題に係る国際会議開催経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１８年度開始 担当課室 国連政策課 課長　御巫　智洋

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱ－１－５：国連を始めとする国際機関にお
ける我が国の地位向上，望ましい国連の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第一項，第二項，第三項
外務省組織令第３４条

関係する計画、
通知等

第６７回国連総会における野田総理一般討論演説及び
第１８３回国会における岸田外務大臣外交演説

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

ー ー ー

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 9 8 8 ー ー

補正予算 ー

繰越し等 ー ー ー ー

9 8 8 ー ー

執行額 5 3 5

執行率（％） 63.2 41.3 62.3

計

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求



※平成24年度実績を記入

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

個別事業名： 安保理の主要議題に係る国際会議開催経費

　【随意契約】 【随意契約】 【単価契約】

B,　(株)E社
０．５百万円

国内交通費、エスコート、宿泊費

【随意契約】 【随意契約】

講師謝礼金

D,　K大学
０．３百万円

会場借料

【随意契約】

C,　謝礼金（４名）
０．０６百万円

E,　(株)A社
０．３百万円

事務機器借料

F,　(株)K社
１百万円

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

【一般競争】 【外国送金】

外務省

５百万円

安保理の主要議題に係る国

際会議開催経費

Ａ．（株）Ｎ社

３百万円

Ｍ．被招へい者（１名）

0.5百万円

業務委託 被招へい者航空賃

Ｎ．（株）Ｈ社

０．５百万円

Ｏ．Ｎ株式会社

０．０６百万円

音響システム運用 会議通訳費

Ｑ．（株）Ｓ社

０．０１百万円

参考資料購入費

Ｒ．（株）Ｔ社

０．３百万円

車輌借り上げ

Ｓ．（株）Ｎ社

０．１百万円

宿泊費

Ｐ．（株）Ｔ社

０．０１百万円

会議費

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

＊金額については，ブロック毎に百万円未満を四捨五入しているため，合計額が一致しておりません。

１百万円

ケータリング経費 【随意契約】

G,　N株式会社
０．３百万円

通訳経費

H,　Y株式会社
０．０６百万円

印刷費

I,　T株式会社
０．０５百万円

プログラム作成費

J,　(株)O社
０．０５百万円

通信機借料

K,　(株)P社
０．０６百万円

携帯電話借料

L,　（有）S社
０．０５百万円

招待状印刷・発送費

円）

宿泊費

Ｔ．Ｕ社

０．１百万円

会食費



個別事業名： 安保理の主要議題に係る国際会議開催経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A.（株）Ｎ社 E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

委託 夕食手配 1

計 1 計 0

B. F.（株）Ｋ社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

会食費 ケータリング経費 1

計 0 計 1

C. G.

費　目 使　途 金　額 費　目 使　途 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名： 安保理の主要議題に係る国際会議開催経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

Ｉ. M.招へい者Ａ

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

招へい 招へい者Ａ 0.5

計 0 計 0.5

J. N.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

K. O.

費　目 使　途 金　額 費　目 使　途 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

L. P.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名： 安保理の主要議題に係る国際会議開催経費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

Q. R.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

S.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

費　目 使　途 金　額 費　目 使　途 金　額費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

安保理の主要議題に係る国際会議開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｎ社 業務委託 3 2 80.8%

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｅ社 国内交通費、エスコート、宿泊費 0.5 － －

2

3

4

5

6

7

8

9

10

C.

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 講師（４名） 講師謝礼金 0.06 － －

2

3

4

5

6

7

8

9

10



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
D.

E.

安保理の主要議題に係る国際会議開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 Ｋ大学 会場借料 0.3 － ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ａ社 事務機器借料 0.3 － ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

F.

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｋ社 会食費 1 － －

2

3

4

5

6

7

8

9

10



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
G.

H.

安保理の主要議題に係る国際会議開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 Ｎ株式会社 通訳経費 0.3 － ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 Ｙ株式会社 印刷費 0.06 － ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

I.

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 Ｔ株式会社 プログラム作成費 0.05 － －

2

3

4

5

6

7

8

9

10



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
J.

K.

安保理の主要議題に係る国際会議開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｏ社 通信機借料 0.05 － ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｐ社 携帯電話借料 0.06 － ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

L.

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （有）Ｓ社 招待状印刷・発送費 0.05 － －

2

3

4

5

6

7

8

9

10



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
M.

N.

安保理の主要議題に係る国際会議開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 被招へい者　Ａ 被招へい者航空賃 0.5 外国送金 ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｈ社 音響システム運用 0.5 随意契約 ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

O.

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 Ｎ株式会社 会議通訳費 0.06 随意契約 －

2

3

4

5

6

7

8

9

10



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
P.

Q.

安保理の主要議題に係る国際会議開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｔ社 会議費 0.01 単価契約 ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｓ社 参考資料購入費 0.01 随意契約 ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Ｒ

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｔ社 車輌借り上げ 0.3 随意契約 ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
Ｓ.

Ｔ.

安保理の主要議題に係る国際会議開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）Ｎ社 宿泊費 0.01 随意契約 ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 Ｕ社 会食費 0.1 随意契約 ー

2

3

4

5

6

7

8

9

1010



執行率（％） 48.3% 56.9% 78.5%

執行額 7 7 24

計 14 13 31 31 29

ー ー ー

繰越し等 ー ー ー ー

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 14 13 31 31 29

補正予算 ー

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

国際機関邦人職員増強
・外部有識者を面接官とした面接の実施等を通じたＪＰＯ選考試験の効果的な実施
・国際機関勤務を希望する日本人増加を目的とした各種広報事業

国際機関向け人材発掘・育成研修
・国際機関職員となりうる人材の裾野を広げ，国際機関で勤務するにあたって必要な能力を高めることを目的とした国際機関向け人材の
発掘・育成研修事業
・ＪＰＯとして任地で必要となる知識の習得等を目的としたＪＰＯ派遣内定者向けの事前研修

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

別紙参照
関係する計画、

通知等
別紙参照

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

国際機関に対して財政的貢献のみならず人的貢献を行うという観点及び国際機関における日本のプレゼンスを高めるという観点から，国
際機関の日本人職員を増強し，国際機関における意思決定プロセスへの邦人職員の参画を促進することで，我が国の国益と国際社会共
通の利益に資する望ましい国連の実現に貢献すること等を目指す。

事業開始・
終了(予定）年度 別紙参照 担当課室 国連企画調整課 課長　関口　昇

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱー１－５：国連を始めとする国際機関におけ
る我が国の地位向上，望ましい国連の実現

事業番号 041
　　　　　　　　　　　　平成２５年行政事業レビューシート （外務省）

事業名 国際機関邦人職員増強 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

計 31 29

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

費　目

13 12国際機関邦人職員増強

25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

国際機関向け人材発掘・育成
研修

18 17 新聞広告掲載等事業見直しによる減。

（100）

単位当たり
コスト

37（千円／1名)

算出根拠

37千円＝1,642千円（面接審査経費総額）÷44人（JPO試験面接者数）

　
463（千円／1名）

463千円＝14，353千円（総経費）/31名（国際機関向け人材発掘・育成
研修コース受講者数）

－

(42) (35) (42) (42)

本件事業への参加を希望する応募者数の目標を約１０
０名以上として，国際機関志望者層の拡大を図る（国際
機関向け人材発掘・育成研修コースの応募者数）。

－ － 90 －

JPO選考試験新規派遣者数（合格者数）

活動実績

（当初見
込み）

人

32 25 30

（－） （－） （100）

94

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 22年度 23年度 24年度 25年度活動見込

24年度
目標値

（25年度）

国連関係機関における邦人職員数
（専門職以上）

具体的には，平成21年から5年かけて，同職員数を15％
増（21年1月：706人→26年1月814人）

成果実績 人 765 765 764 814

達成度

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

成果指標 単位 22年度 23年度

％ 94 94



点
検
結
果

平成24年度においては，当初見込み額より低い予算で事業実施できたことから，平成25年度においてはより多くの成果を引き出すべく，事業内容の検
討を行う。同時に，平成26年度予算要求においては，平成24年度の執行実績を加味しつつ，予算要求額の減額も含め，検討する。

外部有識者の所見

類似事業名 所管府省・部局名

研修事業については，企画競争を行い，コスト削減に努
めている。また，活動実績においても，参加希望者が見
込みを若干下回る程度であるため，概ね達成されてい
ると言える。さらに，事業終了後に作成される報告書を
踏まえ，次年度以降の事業の改善を図るなど，事業の
有効性を高めること繋がっている。

活動実績は見込みに見合ったものであるか。 △

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。 ○

重
複
排
除

類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。
（役割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

－ 本事業は国際機関における邦人職員増強を目的とした
包括的な取組であり，特定分野における人材育成事業
とは事業目的が異なるため，類似の事業は存在しな
い。なお，邦人職員増強を目的とした事業のうち，国際
機関に派遣されるＪＰＯの派遣経費としての拠出金は，
別途事業１５２「国際機関職員派遣信託基金（ＪＰＯ）拠
出金」として記載。

事業番号

－

事
業
の
有
効
性

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果
的あるいは低コストで実施できているか。

○

事
業
の
効
率
性

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　 ○

支出先の選定にあたっては，企画競争入札を実施し，
競争性を確保。国際機関職員となりうる邦人の裾野を広
げる観点と受講者の出席を確保する観点から，相応な
受益者負担を求め，単位あたりのコストの削減に努めた
結果，当初の見込み額よりも低い予算で事業を実施し
た。
　

受益者との負担関係は妥当であるか。 ○

単位当たりコストの水準は妥当か。 ○

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。 ○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。 ○

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

国
費
投
入
の

必
要
性

広く国民のニーズがあるか。国費を投入しなければ事業目的が達成できないのか。 ○ 平成24年度における研修コースの応募者数は募集定員
の３倍にもなったことから，国民のニーズが高い事業と
言える。また，国際機関で勤務する邦人職員の増強は，
政府として優先度の高い事業である。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。 ○

明確な政策目的（成果目標）の達成手段として位置付けられ、優先度の高い事業と
なっているか。

○

事業所管部局による点検

項　　目 評　価 評価に関する説明

216,新24-11平成22年 271 平成23年 257 平成24年

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

縮
減

新聞広告掲載を見直すことにより減。

備考

関連する過去のレビューシートの事業番号

国際機関に対して人的貢献を行うという観点や、国際機関における日本のプレゼンスを高めるという観点からも、今後とも継続することが必要である。

行政事業レビュー推進チームの所見

事
業
内
容
の
改

善 事業の効率化による経費縮減に努める。



計 13 12

謝礼 0.5 0.7

借料等 0.3 0.3

文化人等派遣旅費 1 1

面接官旅費 1 1

3 1

職員旅費 3 3

平
成
2
５
・
2
６
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

人件費 4 4

広報資料作成費

執行率（％） 48.3% 56.9% 79.2%

14 13 13 13 12

執行額 7 7 10

繰越し等 ー ー ー ー

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 14 13 13 13 12

補正予算 ー

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

ー ー ー

計

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

外務省設置法第４条第３項
関係する計画、

通知等
ー

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度 昭和４９年度開始 担当課室 国連企画調整課 課長　関口　昇

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱー１－５：国連を始めとする国際機関におけ
る我が国の地位向上，望ましい国連の実現

(別紙）

個別事業名 国際機関邦人職員増強 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者



個別事業名：

※平成24年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

Ｄ：有識者旅費（計２名）
１百万円

（ガイダンス，調査）

【随意契約】

（面接審査，面接官旅費，試験官補佐，
報告書作成）

Ｂ：国内旅費（計４名）
０．３百万円

（ガイダンス，セミナー）

Ｃ：外国旅費（計４名）
２百万円

（ガイダンス，意見交換）

国際機関邦人職員増強

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）

外務省
１０百万円

（国際機関日本人職員増強関係費）

【随意契約】

Ａ：謝礼（計５名）
２百万円

＊金額については，ブロック毎に百万円未満を四捨五入しているため，合計額は一致しておりません。

Ｈ：（株）Ｃ社他１社
０．５百万円

（パンフレット）

【一般競争入札】

Ｉ：（株）Ｅ社他２社
２百万円

（新聞広告掲載）

Ｆ：（株）Ｂ社
０．０４百万円

（競争試験雑費）

【公募】

Ｇ：事務補助員（計２名）
３百万円

（事務補助員賃金）

【随意契約】

Ｅ：（株）Ａ社
０．００百万円

（会議用飲料水）

【随意契約】

て補足する）
（単位：百万

円）



個別事業名：

賃金 国際機関邦人職員派遣業務補助 2

C. G.事務補助員Ａ

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 1 計 0

面接審査謝礼，一時帰国費 1

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A.個人Ａ E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

謝金

国際機関邦人職員増強

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 2

賃金 国際機関邦人職員派遣業務補助 2



個別事業名：

K. O.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

J. N.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 2 計 0

啓発宣伝費 新聞広告掲載 2

国際機関邦人職員増強

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

I.（株）Ｅ社 M.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

L. P.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

10

9

8

7

6

5

4 出張者Ｄ ガイダンス，セミナー出席 0.00 ー ー

3 出張者Ｃ ガイダンス，セミナー出席 0.00 ー ー

2 出張者Ｂ ガイダンス，セミナー出席 0.00 ー ー

1 出張者Ａ ガイダンス，セミナー出席 0.3 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5 個人Ｅ 試験官補佐 0.01 随意契約 ー

4 個人Ｄ 試験官補佐 0.01 随意契約 ー

3 個人Ｃ 調査報告書作成 0.1 随意契約 ー

2 個人Ｂ 面接審査委員 0.4 随意契約 ー

落札率

1 個人Ａ 面接審査委員 1 随意契約 ー

国際機関邦人職員増強

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

C.

10

9

8

7

6

5

4 出張者Ｄ ガイダンス出席 0.3 ー ー

3 出張者Ｃ ガイダンス出席 0.4 ー ー

2 出張者Ｂ 協議，意見交換 0.4 ー ー

1 出張者Ａ 協議，意見交換 0.5 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
D.

E.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 （株）Ａ社 会議用飲料水 0.00 随意契約 ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5

4

3

2 有識者Ｂ 講話 0.1 随意契約 ー

落札率

1 有識者Ａ 調査 0.9 随意契約 ー

国際機関邦人職員増強

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

F.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 （株）Ｂ社 競争試験会場清掃・警備 0.04 随意契約 ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
G.

H.

10

9

8

7

6

5

4

3

2 （株）Ｄ社 パンフレット増刷 0.2 随意契約 ー

1 （株）Ｃ社 パンフレット増刷 0.3 随意契約 ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5

4

3

2 事務補助員Ｂ 国際機関邦人職員派遣業務補助 2 公募 ー

落札率

1 事務補助員Ａ 国際機関邦人職員派遣業務補助 2 公募 ー

国際機関邦人職員増強

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

I.

10

9

8

7

6

5

4

3 国外Ｇ社 広告掲載 0.01 随意契約 ー

2 国外Ｆ社 広告掲載 0.02 随意契約 ー

1 （株）Ｅ社 新聞広告掲載 2 2 95.7%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



計 18 17

平
成
2
５
・
2
６
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

研修謝金 18 17

執行率（％） ー ー 78.1%

ー ー 18 18 17

執行額 ー ー 14

繰越し等 ー ー ー ー

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 ー ー 18 18 17

補正予算 ー

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

ー ー ー

計

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

外務省設置法第４条第３項
関係する計画、

通知等
ー

実施方法 □直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度 平成２４年度開始 担当課室 国連企画調整課 課長　関口　昇

会計区分 一般会計 政策・施策名
基本目標Ⅱ：分野別外交費
具体的施策Ⅱー１－５：国連を始めとする国際機関におけ
る我が国の地位向上，望ましい国連の実現

(別紙）

個別事業名 国際機関向け人材発掘・育成研修 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者



個別事業名：

※平成24年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

（国内交通費） （会議費）

Ｇ：講師　計１９名
２百万円

Ｘ：（株）Ｒ社　他１社
０．０２百万円

（謝礼・国内交通費） （消耗品）

Ｈ：（株）Ｄ社　他２名
０．０３百万円

Ｙ：（株）Ｔ社　他１社
０．００百万円

（海外講師派遣・教材） （手数料）

Ｆ：（株）Ｃ社
２百万円

Ｗ：Ｑセンター
０．１百万円

（事務補助員派遣） （ビデオ会議サービス）

Ｄ：銀行
０．０２百万円

Ｕ：講師　計３名
０．１百万円

（手数料） （国内交通費）

Ｅ：国外Ｂ社
２百万円

Ｖ：銀行
０．００百万円

（航空賃） （事務補助員派遣）

Ｃ：個人Ａ
０．１百万円

Ｔ：講師　計５名
０．２百万円

（海外講師国内滞在費） （謝礼・国内交通費）

Ａ：（一般財団法人）Ｋ機構
１２百万円

Ｒ：（一般財団法人）Ｋ機構
３百万円

（国際機関向け人材育成研修コース） （ＪＰＯ派遣候補者研修コース）

Ｂ：（有）Ａ社
０．９百万円

Ｓ：（株）Ｐ社
０．５百万円

国際機関向け人材発掘・育成研修

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ

外務省
１４百万円

（国際機関向け人材発掘・育成事業）

［企画競争］ ［企画競争］

Ｐ：参加者　計２名
０．５百万円

（海外プログラム）

Ｑ：（株）Ｏ社
０．０１百万円

（海外旅行保険）

＊金額については，ブロック毎に百万円未満を四捨五入しているため，合計額は一致しておりません。

Ｍ：（株）Ｉ社　他１社
０．１百万円

（消耗品）

Ｎ：（株）Ｋ社　他１社
０．０３百万円

（通信・連絡）

Ｏ：（株）Ｍ社　他１社
０．００百万円

（会議費）

Ｊ：（株）Ｆ社
０．０５百万円

（広報）

Ｋ：（株）Ｇ社
０．２百万円

（広報・梱包発送）

Ｌ：（株）Ｈ社
０．２百万円

（空調延長）

Ｉ：（株）Ｅ社
０．０６百万円

Ｚ：（株）Ｖ社　他１社
０．０１百万円

（印刷製本） （通信・連絡）

り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）



個別事業名：

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 2

人材派遣 事務補助員派遣 2

B. F.（株）Ｃ社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 3 計 2

研修企画・運営 3 講師派遣 海外講師派遣・教材 2

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A.一般財団法人　Ｋ機構 E.Ｂ社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費

国際機関向け人材発掘・育成研修

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

K. O.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

J. N.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

国際機関向け人材発掘・育成研修

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

I. M.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

L. P.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

S. W.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 1 計 0

人件費 研修企画・運営 1

R.一般財団法人　Ｋ機構 V.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

国際機関向け人材発掘・育成研修

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

Q. U.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

T. X.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

Z.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

国際機関向け人材発掘・育成研修

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

Y.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 （有）Ａ社 航空賃 0.9 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5

4

3

2

落札率

1 （一般財団法人）Ｋ機構 国際機関向け人材育成研修 12 1 企画競争

国際機関向け人材発掘・育成研修

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

C.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 個人Ａ 海外講師国内滞在費 0.1 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
D.

E.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 国外Ｂ社 海外講師派遣・教材 2 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5

4

3

2

落札率

1 銀行 手数料 0.02 ー ー

国際機関向け人材発掘・育成研修

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

F.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 （株）Ｃ社 事務補助員派遣 2 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
G.

H.

10

9

8

7

6

5

4

3 講師Ｌ 交通費 0.00 ー ー

2 講師Ｋ 交通費 0.00 ー ー

1 （株）Ｄ社 交通費 0.03 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10 講師Ｊ 研修講師 0.06 ー ー

9 講師Ｉ 研修講師 0.08 ー ー

8 講師Ｈ 研修講師 0.08 ー ー

7 講師Ｇ 研修講師 0.09 ー ー

6 講師Ｆ 研修講師 0.1 ー ー

5 講師Ｅ 研修講師 0.1 ー ー

4 講師Ｄ 研修講師 0.2 ー ー

3 講師Ｃ 研修講師 0.2 ー ー

2 講師Ｂ 研修講師 0.2 ー ー

落札率

1 講師Ａ 研修講師 0.2 ー ー

国際機関向け人材発掘・育成研修

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

I.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 （株）Ｅ社 印刷製本 0.06 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
J.

K.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 （株）Ｇ社 広報，梱包発送 0.2 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5

4

3

2

落札率

1 （株）Ｆ社 広報 0.05 ー ー

国際機関向け人材発掘・育成研修

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

L.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 （株）Ｈ社 空調延長 0.2 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
M.

N.

10

9

8

7

6

5

4

3

2 （株）Ｌ社 通信・連絡 0.01 ー ー

1 （株）Ｋ社 通信・連絡 0.02 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5

4

3

2 （有）Ｊ社 消耗品購入 0.00 ー ー

落札率

1 （株）Ｉ社 消耗品購入 0.09 ー ー

国際機関向け人材発掘・育成研修

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

O.

10

9

8

7

6

5

4

3

2 （株）Ｎ社 会議費 0.00 ー ー

1 （株）Ｍ社 会議費 0.00 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
P.

Q.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 （株）Ｏ社 海外旅行保険 0.01 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5

4

3

2 参加者Ｂ 海外プログラム参加 0.2 ー ー

落札率

1 参加者Ａ 海外プログラム参加 0.3 ー ー

国際機関向け人材発掘・育成研修

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

R.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 （一般財団法人）Ｋ機構 ＪＰＯ派遣候補者研修 3 1 企画競争

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
S.

T.

10

9

8

7

6

5 講師Ｏ 研修講師 0.02 ー ー

4 講師Ｎ 研修講師 0.03 ー ー

3 講師Ｍ 研修講師 0.03 ー ー

2 講師Ｌ 研修講師 0.04 ー ー

1 講師Ｋ 研修講師 0.05 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5

4

3

2

落札率

1 （株）Ｐ社 事務補助員派遣 0.5 ー ー

国際機関向け人材発掘・育成研修

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

U.

10

9

8

7

6

5

4

3 講師Ｒ 交通費 0.00 ー ー

2 講師Ｑ 交通費 0.04 ー ー

1 講師Ｐ 交通費 0.06 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
V.

W.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 Ｑセンター ビデオ会議サービス 0.1 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5

4

3

2

落札率

1 銀行 手数料 0.00 ー ー

国際機関向け人材発掘・育成研修

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

X.

10

9

8

7

6

5

4

3

2 （株）Ｓ社 消耗品購入 0.00 ー ー

1 （株）Ｒ社 消耗品購入 0.02 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
Y.

Z.

10

9

8

7

6

5

4

3

2 （株）Ｗ社 通信・連絡 0.00 ー ー

1 （株）Ｖ社 通信・連絡 0.00 ー ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5

4

3

2 （株）Ｕ社 会議費 0.00 ー ー

落札率

1 （株）Ｔ社 会議費 0.00 ー ー

国際機関向け人材発掘・育成研修

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数




